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村
民
待
望
の
第
九
回
村
民

体
育
大
会

は
、
先
の
実
行
委

員
会
に
お
い
て

八
月
十
八
口

行

な
わ
れ
る
こ
と

に
決
定
に

な
っ
て
お
っ
た
が
、
丁
度

そ

の
川
日
を
中
心
に
水
稲
の
一

勢
防
除
が
始
っ
だ
た
め
や
む

な
く
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
二
十
三

日
決
定
し
た
が
二
十
日
夜
来
か
ら
二
十

一
日

に
か
け
て

の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、

蓬
川
地
区
も
か
っ
て
み
ざ
る
大

水
害
を

こ
う
む
り
二
十
三
日
に
な
る
と
蓬
中

グ

ラ
ン
ド
も
水
浸
し
の
状
況
で
無

期
延
期

と
な
っ
た
。

そ
の
後
各
関
係
団
体
の
行

事
が
折
り
重

り
三
転
、
四
転
し
て
や
っ
と
九
月
十
一

目
に
行
な
ら
れ
た
。

当
目
は
幸
い
初
秋
に
応
し
い
好
天

に
恵

れ
堂
々
の
入
場
式

か
ら
華
や
か
に
開
幕

さ
れ
、
満
場
を
わ
か
す
好
、
珍
プ

レ
ー

が
続
出
し
グ
ラ
ン
ド
を
堽

め
た
観
衆
の

爆
笑
が
初
秋
の
空
に
こ
だ
ま
し
た
。

こ
と
に
明
治
百
年
記

念
に
応
し
い
、

蓬
田
連
婦
の
有
志
に
よ
る
大
仮
装
行
列

蓬
田
音
頭

の
メ
已
ア
Ｌ

に
乗
っ
た
三

百

有
余
の
婦
人
の
揃
い
の
蓬
田
ゆ
か
た
に

盛
装
し

た
手
踊
は
余

り
の
好
演
技
に
観

衆
の
息
を
止
め
た
位
で
あ
っ
た
。

終
始
な
ご
や
か
に
、
一
つ
の
ト
ラ
ブ
ル

も
一
つ
の
事
故
も
な
く
三
時
過
ぎ
終
り

明
日
へ
の
希
望
を
抱
き
、
来
年
を
約
し

て

散
会
し
た
。

成
績
順
位
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。

第

一

位
　

長

科

部

落

第

二

位
　

阿

弥

陀

川

部
落

第

三

位
　

瀬

辺

地

部

落

写真……15ﾐ　裝　行　列jJ写真……湊帚人 会員による蓬田 音頭の踊り
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四
十
三
年
度

慰
　
霊
　
祭

玉

松

台

上

で

平
和
の
灯
（
献
燈
）
除
幕
式

去
る
八
月
二
十
日
、
村
民
い
こ
い
の

場
、
玉

松
台
上

に
お
い
て
慰
霊
祭
を
お

ご
そ
か
に
取

り
行
な
わ
れ
、
遺
族
及
び

参
列
村
民
が
、
心
新
た
に
往
時
を
偲
び

み

た
ま
を
慰

め
た
。

更

に
蓬
田
村

遺
族
会
（
会
長
　

八
戸
三

郎
）
の
手
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ

た
明
治

百
年
を
記
念
し
建
立
さ
れ
た
平
和
の
灯

（
献
燈
）
も

完
工
し
そ
の
除
幕
式
も
同

時

に
行
な
わ
れ
、
参
列
遺
族
は
勿
論
村

民
も
一
入
感
と
深
い
も
の
に
し
た
。

こ
の
企
て
は
遺
族
会
が
中
心
と
な
り
、

明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

祖
国
の
礎
と
な
っ
た
英
霊
を
慰
め
ん
と

計
画
さ
れ
、
遺
族
及
び
特
志
者
よ
り
寄

金
を
仰
ぎ
総
工
費
三
十
二
万
円
を
以
て

建
立
さ
れ
た
も
の
で
深
い
眠
り
の
英
霊

に
永
久
に
消
え
ざ
る
灯
を
与
え
、
更
に

こ
れ
か
ら
の
村
民
に
平
和
の
灯
と
し
て

胸
に
刻
ん
で
、
平
和
へ
の
願
い
を
村
民

一
人
く

に
強
く
、
反
影
さ
す
こ
と
に

な
っ
た
。

式
が
終
っ
た
後

蓬
田
婦
人
会
の

会
員
に
よ
る
、

蓬
田
音
頭

の
踊

り
な
ど
披
露
さ

れ
盛
会
裡

に
終

る
こ
と
が
出
来

た
。

J写真……明治百年を記念し建立 された平和の灯

入
魂
除
幕
式

あ

い

さ
つ

遺
族
会
長

八

戸

三

郎

た
£
い
ま
佐
藤
導
師
に
よ
り
入
魂

除

幕
式
が
と
ｙ

こ
う
り
な
く
終
り
永
遠

に

消
え

る
こ
と

の
な
い
平
和
の
灯

を
あ

か

す
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

さ
ぞ
か
し
地
下

に
眠
る
英
霊
も
喜
ん
で

お
る
こ
と
Ｘ
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
一
重

に
遺
族
の
方
の
真
剣

な
平

和
へ
の
祈
り
と
英
霊

を
心
か
ら
慰

め
る

願

い
に
外
な
ら
な
い
も
の
と
、
信
じ

て

お
り
ま
す
。

更
に
こ
の
献
燈
建
立
の
主
旨
に
全
面
的

賛
意

を
表
し
絶
大
な
る
御
援
助
下

さ
い

ま
し

た
村
当
局
な
ら
び
村
有
志
の
方

々

の
御
温
情
の
賜
で
あ
っ
て
遺
族
を
代
表

あ
り
ま
す
。

こ
の
微
力
な
会

長
を
中
心
に
目

的
達
成
の
た
め

一
致
団
結
御
協

力
下
さ
っ
た
こ

と
に
対
し
一
入

感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

遺
族
会
員
も
生

涯
の
思
い
出
と

な
る
こ
と
Ｘ
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
英

霊
の
心
を
心
と

し
て
英
霊
を
慰

め
一
生
老
骨
を

捧
げ
る
覚
悟
を

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

約
束
し

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し

ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
二
日

写真……平和の灯の入魂除幕式

産

経

だ

よ

り

農
　
家
　
の
　
皆
　
さ
　
ん
　
へ

毎
日

の
長
作
業
ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労

様
で
す
。

本
年
も
産
米

の
売
渡
し
時
期
が
や
っ

て

来
ま
し
た
。

そ
こ
で
本
年

の
産
米
売
渡
し
価
格
は
次

の
よ
う
に
決
定
し
ま
し

た
。

又
米
の
売
渡
し
に
あ
た
っ
て
特
に
っ

ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

よ
う
。

一
、
刈
取

り
し

た
あ
と
充
分
乾
燥
し

上

位
等
級
で
高
く
売
渡
し

ま
し
よ
う
。

二
、
脱
穀
調
整
を
夜
間

に
行
な
う
と
土

砂
そ
の
他
が
混

ざ
り
や
す
い
の
で
出

来
る
だ
け
昼
間
に
行
な
い
ま
し

よ
う

う
る
ち
玄
米
（

水
稲
）

六
〇
匈

一
　

等
　
　

八
、
三
三
八
円

二
　

等
　
　

八
、
二
一
八
円

三
　

等
　
　

八
、
〇
九
八
円

四
　

等
　
　

七
、
九
七
八
円

五
　

等
　
　

七
、
六
七
八
円

包
　

装
　

罘

複
式
俵
（
新
）
　一
三
三
円

か
ま
す
（
新
）
一
一
五
円

麻

袋（
Ａ
）
二
九
二
円
（
Ｂ
）
一
〇
〇
円

（
Ｃ
）
　
八
五
円

紙
　
袋
（
新
）
　

三
三
円

こ
の
価
格
は
暫
定
加
算
金
と
し
て
六
〇

匈
当
り

Ｉ
〇
〇
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

出
荷
調
整
奨
励
金
（
遅
出
し
）

十
二
月
十
六
目
～
一
月
十
五
日
五
四
円

一
月
十
六
日
～
二
月
十
五
日
一
〇
八
円

二
日
十
六
囗
～
三
月
十
五
日
一
六
二
円

三
日
十
六
日
？
四
月
十
五
日
二
十
六
円

四
月
十
六
日
～
五
月
十
五
日
二
七
〇
円

も
ち
米
加
算
金
水
稲
玄
米
六
〇
≒

五
八
〇
円
（

三
等
基
準
四
三
年
十
二
月

五
日
ま
で
売
渡
し
の
も
の
）
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豊
水
放
談
2
1

み
ネ
で
き
か
ね
で

も
　

ら

气
見
ネ
で
聞
か
ネ
で
も
ら
た
嫁

朝
に
朝
寝
し
昼
寝
す
る

夜
の
夜
中

に
寝
言
し
て

起
せ
ば
起
す
で
寝
屁
を
ふ
る
。

（
津
軽
民
謡

詩
集
）

▲
　

俗
ぼ
つ
く
あ
ま
り
品
の
よ
い
も
の

で

は
な
い
ら
し
い
が
そ
れ
だ
け
味
合
え

る
も
の
が
あ

る
。

封
建
時
代

民
衆
の
風

刺
と

駄
洒
落
に
よ

る
も
の
ら
し
い
。

人

に
人
く
せ
、
馬
に
馬
く
せ

千
両
の
馬

に
も
き
ず
が
あ

る

な
く
て
七
く
せ
と
云
れ
て

お
る
が
、
く

せ

の
代
表
的
な
よ
う
な
も
の
だ
。

姑
と
の
折

合
点

に
つ
い
て

な
に
も
な
く

な
ん
と
な
く
他
愛
な
い
愛
嬌
が
感
じ
ら

れ
る
。

現
代
的
悪
女
と

は
意
味
が
違
ふ
ら
し

い

そ
れ
で
も
最
后
に
こ
り
結

ん
で
お
る
。

…
…
…
…
…
…

气

ど
う
し
た
こ
と
か

一
炬
二
太
郎
年

ゴ
も
つ
お
は
ら
ソ
ー
レ

中
々
面
白
く
夫
婦
円
満
で
あ
る
。

Ａ
　

封
建
当
時
は
親
同
志

の
意
志
で
決

め
ら
れ
、
好
き
だ
は
れ
た
で
結
ば
れ
る

た
　
嫁

こ
と
は
許
る
さ
れ

ぬ
社
会
形
態
で
、
特

に
武
士
階

級
は
一
つ
の
掟
に
従
い
家
と

家
で
結
ば
れ

お
る
。

従
・つ
て
政
略
結
婚
が
生
れ
、
戦
国
時
代

は
親
娘
同
志

の
、
戦
が
繰
り
返
い

さ
れ

て
き
た
。

百
姓
町
人

に
お
い
て
も
大
家
に
な
れ
ば

な
る
程
好
き
勝
手
は
許
る
さ
れ

べ
き
も

な
い
こ
と

は
当
然
で
あ
っ

た
。
江
戸

時

代
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、

お
夏

清

十
郎
、
お
染
久
松
、
八
百
屋

お
七
な
ど

数
々
の
悲
恋
物
語
が
残
っ

て
お
る
。

恋
愛
は
人
間
社
会

と
し

て
、
古
代
か
ら

平
安
、
江
戸
時
代
も
今
も
変
り
が
な
い

た
ｙ

許
せ
ぬ
時
代
と
そ
の
形
態
行
動
が

違
う
だ
け
で
あ
る
。

嫁

に
来
て
祝
言
の
晩
始
め
て
夫
の
顔

を

み

た
、
嫁
の
顔
を
み
た
と
云
う
こ
と
は

珍
ら
し
く
な
い
程
き
い
だ
。
今
の
世
代

か
ら
み
た
ら
不
思
議
な

こ
と
だ
。

▲
　

「
合
縁
奇
縁
」
多
く

の
さ
ま
ぐ

な
意
味
が
含
ま
れ
て

お
る
。

「

袖
触
れ
合
う
も
多
少
の
縁
」

「
つ
ま
ず
く
石

も
縁

の
は
し
」
な
ど
の

こ
と
わ
ざ
が
あ

る
。

見
ず
知
ら
ず
の
人
と
道
で
す
れ

ち
が
う

の
も
、
前
世
か
ら
の
因
縁
だ
と
云
う
意

で
あ
る
。

因
縁
、
因
果
、
因
業
等
仏
教
か
ら
出
た

言
葉
だ
と
云
れ
て
お
る
。

近
松
の
「
生
玉
心
中
」

に
、

「
私
も
そ
の
下
に
し
ば
し
が
ほ
ど
雨
や

ど
り
、
こ
な
さ
ん
も
そ
の
通
り
、
そ
の

雨
や
ど
り
を
一
樹
の
蔭
、
他
生

の
縁
で

ご
ざ
ん
す
」
と
あ
る
。
（
池
田
弥
三
郎

故
事
物
語
）
前
世
か
ら
の
因
縁
を
現
し

て

お
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

▲
　

「
縁
は
異
な
も
の
味

な
も

の
」

「
見
ネ
で
聞

か
ネ
で
も
ら

た
嫁
」
だ
っ

て
前
世
か
ら

の
縁
で
最

も
応
し
い
夫
婦

と
し
て
結
び
つ
い
て
い
た
と
思
れ
る
。

一
姫
二
太
郎
と
年
ゴ
の
二
人
の
子
供
を

生
ん
で
お
る
と
こ
ろ
か
ら
第
三
者
な
ど

な
に
も
テ

き
‘
　
　
ふ
る
ま

い
。

す

ず
め
族
で
あ

る
ま
い
し
、

あ

い
て
詮
索
す
る
な
ら
イ

タ
コ
か
神
様

で

な
く
て

は
解
る
ま

い
。

結
ぼ
う
と
し
て
も
、
結

ば
せ
よ
う
と
し

て

も
結
ば
れ
な
い
者
が
世

の
中
に
沢
山

あ

る
。

「
縁
な
き
衆
生
は
ど
し
が

こ
し
」

釈
尊

て
さ
い
心
な
い
者
に
は
説
度
す
る

に
は
む
づ
か
し

い
と
嘆
い
た
よ
う
だ
。

た
に
ご
と
も
ま
づ
い
と
き
は
縁
が
な
い

も
の
と
あ
き
ら
め
る
の
も
処
世
術
の
一

つ
か
も
知
れ
な
い
。

（
一
九
八
六
、
八
、
七
）

求
　

む臨
時
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
堂

蓬
田
村
教
育
委
員

会
で

は
冬
期
間
運

行
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
車
掌
を
募
集
し

て

い
ま
す
。

期
　
間
　

十
一
月
十

五
日
上

二
月
末
日

勤

務
時
間
　

七
時
～
一
六
時

賃
　

金
　

月

額
（
一
三
、
〇
〇
〇
円
）

希
望
の
方

は
十
一
月
四
日

ま
で
に
教

有
委
員
会
事
務
局

へ
お
い
で
下
さ
い
。

明
治
百
年
記
念
祝
典

実

行

要

綱

決

る

十
月
十
四
日
明
治
百
年
記
念
祝
典
実

行
要

綱
を
審
議
す
る
た
め
実

行
委
員
会

を
開
き
審
議
し
た
結
果
、
別
記
の
通
り

決
定
し
た
。

な
お
具
体
的
実
施

に
つ
い
て
各
部
内

の

部
長
会
を
開

き
、
実
施
段
階

の
細
部
に

わ
た
っ
て
審
議
す

る
こ
と
に
す
る
。

明

治

百

年

記

念

式

典

実

行

要

綱

一
、
実
施
期
日
　

十
一
月
二
十
三
日

午
前
十
時
　
（
予

定
）

二
、
場
　
　

所

蓬
田
中
学
校

講
堂

三
、
式
典
の
内
容

１
表
彰（

明
治
生
れ

の
生
死
共
）

ア
　
議
会
関
係

歴
伐
議
長
、
村
議

イ

村

開

係

村
長
、
助
役
、
収
入
役

ウ
　

教
育
関

係

学
校
長
、
学
務
員
（

学
校
長

は

村
内
出
身
）
在
村
校
長
十
年
以

上

Ｉ
　
産
業
関
係

森
林
組
合
連
合
会
長

、
農
会
、

産
業
組
合

オ
　
社
会
事
業
関
係

方
面
委
員

カ
　
消
防
関
係

消
防
団
長
（
消
防

組

警
防
団
）

キ
　
部
落
関
係

戦
前
部
落
区
長
（
八
年
以
上
）

２
記
　

念
　
行
　

事

ア
　

明
治
の
思
い
出
ば
な
し

村
内

二
名
～

三
名
（
若
し
村
内

に
な
い
場
合
講
師
を
依
頼
す
る

イ
　
郷
土

の
民
謡

村
内
二
名
～
三
名

ウ
　

蓬
田

音
頭
　

連
合
婦
人
会

（
各
部
落
の
婦
人
会

に
踊
っ
て

い
た
だ
く
）

【 ３ 】
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蓬
田
農
協
新
築
倉
庫
落
成
式

並
び
農
協
2
0周
年
記
念
式
典

総
工
費
四
千
六
百
万
円
を
以
て
、
小

山
田
建
設
会
社
の
請
負

に
よ
っ
て

七
月

着
工
し

、
そ
の
間
役
員
及
び
関
係
者
の

献
身
的
協
力
に
よ
り
、
工
事
も
順
調

に

進
み
、
こ
の
程
完
工
し
、
内
部
装
備
と

し
て
新
式
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
Ｌ
も
完
備

旧
来
の
入
庫
よ
り
大
巾
な
労
力
の
軽
減

を
計
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
十
三
日
六
万
俵
収
容
出
来
る
新
倉

庫
に
お
い
て
、
組
合
員
、
会
員

、
村
内

外
の
多
数
の
有
力
者
を
集
め
盛
大
に
落

成
修
祓

式
、
農
協
二
十
周
年
記

念
式
を

併
せ
て
挙
行
さ
れ
た
。

そ
れ
ぐ

の
式
典
が
終
り
大
倉
庫

の

｝

角
に
仮
設
さ
れ
た
舞
合
に
お
い
て
民
謡

祭
が
披
區
さ
れ
出
来
秋
の
忙
し
い
作
業

を
一
日

休
み

心
ゆ
く
ま
で
語

ら
い
、
楽

し
み
ニ

ッ
の
式
典
の
幕
を
閉
じ
た
。

当
日
式
典
を
記

念
し
て
、
元

、
現
役
員

の
組
合
発
展

に
寄
与
し
た
功
労
を
ね
ぎ

ら
い
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

感
謝
状
を
贈
ら
だ
人
々

武
井

慶
太
郎
　

張
問

亀

雄

故
坂

本

年

男
　

川

崎

古

蔵

記

蓬

田

農

協

青

年

部

誕

生

か
ね
て

か
ら
企
画
推
進
さ
れ
て

い
た

蓬
田
農
協
青
年
部
が
発
起
人
会
も
終
り

十
月
一
日
設
立
総
会
を
開
き
目
出
度
く

発
足
し

た
。

そ
の
ね
ら
い
は
、
組
合
員
と
し

て
の

生
産
技
術
向
上
と
こ
れ
か
ら
の
農
業
経

営
に
若
い
力
を
結
集
し
、
農
家
個
々
の

生
活
安
定
こ
そ
農
協
発
展
に
つ
な
が
る

唯
一
の
途
で
あ
り
、
更

に
農
協
婦
人
部

と
常
に
横
の
連
絡
を
と
り
組
合
意
識
を

向
上
進
歩
さ
し
て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
。

組
合
員
一
人
く

が
、
こ
の
若
い
力

を
育
て
ゅ
く
こ
と
は
、
勿
論
で
あ
る
と

共
に
そ
の
期
特
感
も
、
大
き
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。

事

業

計

画

書

十
　
　

月

一
、
設
立
総

会

十
　
一
　
月

一
、
学
習

会
（
講
師
長
協
参
事
）

十

二

月

一
、
学
習

会
（
講
師
農
協
参
事
）

一
　
　
　
月

一
、
学
習
会
（
講
師
農
協
参
事
）

二
、
農
協
婦
人
部
と
の
交
換
会

三
、
ト
ラ
ン
プ
大
会

四
、
肥
料
の
注
文
書
に
つ
い
て

二
　
　

月

一
、
学
習
会
（

講
師
―
泓
参
事
）

八

戸
　
三

郎

故
久

慈

勇

丈

清

氷
　
専

造

故
越
田

由
太
郎

松

本

倉
五
郎
　

津
島

源
之
助

森
　

光

秀
　

坂
本

米
三
郎

故
高

田
　
米
松
　

稲

葉

幸
治
郎

故
工

藤

承ヽ
助

故
菊
地

慶

作

松

本

長
五
郎
　
　
八
戸

倉
次
郎

故
坂

本
要
次
郎
　

太
田

兼
太
郎

故
工

藤
　

弘
　

坂
本

貞

教

飯
田
　
岩
吉

故
稲

葉

竹
三
郎

久

慈

倉

雄
　

坂
本

増

吉

田
中

秋

実
　

小

部

宇
一
郎

坂

本

文

一
　
　
武

井

巳
之
吉

小

畑

清

実
　

久

慈

孛
三
郎

田

中
　
一

雄
　

倉

谷

松
由
に

松

本

武

美
　

加

藤
喜
代
作

横

山

久
太
郎
　

佐

井

武
道

津

島

鉄

男
　

大

宮

金

助

八

靉
多
治
郎
　

八
戸
　
一

郎

小

野

清

七

二
、
氷

稲
栽
培

ご
よ
み
作
成
に
つ
い

て
三
、
新
農
薬
の
使
用
方
法
及
び
取

扱

い
（

講
師
普
及
所
、
経
済
連
）

三
　

月

一
、
学
習
会
（
講
師
農
協
参
事
）

二
、
展
示
圃
の
肥
料
及

び
指
定
に
つ

い
て

三
、
農
協
親
交
会
と
の
交
換
会

四
　
　

月

一
、
学
習
会
（
ス
ラ
イ
ド
匣
用
）

二
、
畑
苗
代
土
壌
調
査

五
　
　

月

一
、
部
員
畑
苗
代
現
地
検
討
会

六
　

月

一
、
学
習
会
（

要
求
米
価
に
つ
い
て

講
師
組
合
長
）

七
　
　

月

一
、
要

求
米
価
県
大
会
へ
の
参
加

二
、
米
価
大
会
の
反

省
会

三
、
展
示
圃
現
地
検
討
会

八
　
　

月

一
、
他
団
体
と
の
交
換
会

二
、
水
稲
、
そ
菜
の
研
究
視
祭

三

、
他
地
域
と
の
交
換
会

九
　
　

月

一
、
展
示
圃
現
地
検
討
会

十
　
　

月

一
、
坪
刈
実
施

十

一

月

一
、
坪
刈
表
彰
式

十

二

月

収

支

予

算

書
　（
四
十
三
年
度
）

役
　
　

員

部
　
長
　
　

坂
　
　

本
　
　
　
　
　

巌

副
部
長
　
　

下
　
　

山
　
　

嘉
　
　

幸

役
　
員
　
　

坂
　
　

本
　
　

重
　
　

彦

ク
　
　
　

坂
　
　

本
　
　

斌
　
　

農

々
　
　
　

浜
　
　

田
　
　

政
　
　

雄

夕
　
　
　

高
　
　

田
　
　

隆
　
　

広

ク
　
　
　

田
　
　

中
　
　
　
　
　

弘

ク
　
　
　

久
　
　

慈
　
　

滝
　
　

雄

監
　
査
　
　

越
　
　

田
　
　

由
　
　

一

夕
　
　
　

横
　
　

山
　
　

修
　
　

道

収
　
入
　
　
　
　
支
　
出

項　　　　　 目 金　　　　 額 摘　　　　　　　　 要

部　　　　　 費 ２ ０,０００ 円 １,０００ 円 × ２ ０ 人

助　　 成　　 金 ６ ０,０００ 円 農　協　 よ　り

計 ８ ０,０００ 円

項　　　　　 目 金　　　　 額 擒　　　　　　　　　要

学　　 習　　 会 了,０００ 円 １,０００ 円 × 了 回

交　　 換　　 会 4,0 0 0 円 １,０００ 円 × ４ 回

講　　習　　 会 ３,０００ 円 １，０００ 円 × ３ 回

役　　 員　　会 ２,０００ 円 ５ ００ 円 × ４ 回

レ クレ イ ショ ソ ６,０００ 円 ３,０００ 円 × ２ 回

展　　示　　 圃 ２ ０,０００ 円 ５ ヶ 所 ×4,0  0 0 円

検　　討　　 会 ２,０００ 円 １，０００ 円 × ２ 回

視　　　　 察 １ ０, ０００ 円

研　　修　　 費 １ ０, ０００ 円

旅　　　　 費 ８,０００ 円

予　　 備　　費 8,0 0 0 円

合　　　　　 計 ８ ０,０００ 円
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蓬

旧
、
大

舘

城

跡

石

碑

建

立

さ

る

我

が
蓬
田
村
の
歴
史
を
辿
る
な
ら
ば

大
舘
城
が
、
先
づ
頭

に
浮
ん
で

来
る
。

築
城
の
年
代
は
明

か
で
な
い
が
、
戦
国

時
代
よ
り
古
ぐ
遠
く
南
北
期
時
代
の
築

城
で
あ

る
と
伝
へ
ら
れ
、
築
城
学
の
専

門

学
者
だ
・
ち
も
地
形
や
内
外
濠
り
等
か

ら
そ
の
時
代

の
も
の
で
あ
る
と
実
証
さ

れ
て

お
。石
。

城
な
ど

は
武
士
階

級
の
も
の
で
百
姓
町

人

に
と
づ
て

な
ん

の
関
係
も
な
い
も
の

で
あ

る
と
云
う
者
も
あ
る
が
誤
っ
て
い

る
論
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
社
会
で
も
快
し
て

武
士
は
武
士

百
姓

は
百
姓
だ
け
の
切
り
は
な
し

た
社

会
状
勢
で
は
な
く

一
連
の
大
き
な
つ

な
が
り
を
も
つ
て

き
て
い
る
。

城
下
町
の
栄
え
た

所
以
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
し
、
一
例

で
あ
る
が
、
門
前

町
と
し
て
栄
え
た

長
野
市
あ
た
り
は

有
名
な
善
光
寺
が

あ
り
そ
れ
に
巡
ら

な
る
社
会
組
織
か

ら
で
あ
る
。

現
在
で
も
中
央
政

権
都
市
や
県
庁
所

在
地
は
政
治
、
文

化
、
経
済
等
他
の

町
を
圧
し
て
お
る

そ
れ
ら
を
考
え
て

み
る
と
き
、
大
舘
城

が
築
城
さ
れ
て
か
ら
文
化
、
産
業
経
済

が
発
展
し
て
き
た
こ
と
明
か
で
あ
っ
て

そ
の
影

響
力
に
よ
っ
て
今
日
の
我

が
村

が
あ
る
こ
と
は
決
し
て
云
い
過
ぎ
で

は

な
か
ろ
う
。

村
の
長
老

た
る
清
水
専
造
氏
は
故

人
と

な
ら
れ
た
坂
本
種
一
氏
、
佐
藤
琢
法
氏

ら
と
語
ら
い
、
我

が
村

に
残
さ
れ
た
、

遺
跡
の
探
究
に
心
を
碎
き
、
大
舘
城
祉

を
後
世
永
く
伝
へ
、
文
化
産
業
経
済
の

源

を
堀
起
し
、
時
代
く

の
人
々
に
歴

史
的
発
展
経
過
を
教
え

べ
く
決
意
を
さ

れ
た
の
で
あ
る
が
、
坂
本
、
佐
藤
両
氏写真……蓬田大舘城跡に建立 された石碑

は
意
図
、
中

バ
に
し
て
故
人
と
な
ら
れ

す
ぐ
跡
碑
建
立
可
能
的
条
件
に
お
か
れ

ず
、
さ
り
と
て
そ
の
決
意

は
捨
て
ず
こ

の
数
年
、
心
の
中
で
そ

の
計
画
推
進
を

続
け
て
お
っ

た
が
膽
が
熟
し
丁
度
今
年

は
明
治
百
年
と
、
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
、
こ
の
膽
を
逸
し
て

は
と
心
に
誓
い

部
落
有
志
に
計
り
そ
の
賛
同
を
得
、
更

に
部
落
民
へ
広
く
計
り
協
賛
会
（

会
長

清
水
専
造
）
を
組
織
す

る
に
至
っ

た
。

部
落
民
の
寄
金
の
外
、
村
内
外
の
泓
賛

を
得
て
目
出
度
く
建
立

の
運
び
と
な
っ

た
の
で
す

。

碑
文
は
清
水
氏
の
苦
心
の
作
で
あ
っ
て

更
に
題
字

は
元
外
務
大
臣
佐
藤
尚
武
先

生
の
筆

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

碑
文
は
、
大
館
城
主
の
子
孫
に
あ
た
る

相
馬
利
忠
氏
の
笨
で
起
さ
れ
た
こ
と
も

意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

九
月
二
十
五
日
除
幕
式

は
と
り
行
な
わ

れ
部
落
民
、
村
内
外
有
志
の
見
守
る
中

に
幕
は
お
と
さ
れ
、
目
出
度
く
式
も
終

り
老
松
風

を
讃
え
る
城
跡
こ
そ
四

季
を

問
わ
ず
訪
ね
来
る
者
に
無
言
の
史
蹟

を

伝
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

大

舘

城

跡
石

碑

文

山
を
負

い
海
に
臨
み
清
流
あ
り
美
出

万
畝
条
件
旦
え
る
蓬
田
の
地
は
早
く
か

ら
先
住
民

が
居
た
こ
と
や
又
、
今
光
上

人
行
脚

の
地
と
し
て

七
、
八
百
年
の
昔

か
ら
文
化
の
香
の
た
だ
よ
っ
だ
所

で
あ

り
ま
す

。

蓬
田
城

は
何
時

の
頃
誰
に
依
っ
て
築

か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
り
ま
す
が
南
北

時
代

安
東
氏
一
族
潮
潟
四

部

道

貞

の

居
城
で
あ
っ
た
と
も
云
わ
れ
て
居

り
ま

す
が
、
大
光

田
舎
舘
等
と
共
に

明
応
年
間
築
か
れ

た
と
い
う
一
説
も

あ

り
ま
す
。

徳
治
二
年
頃

相
馬

佐
伝
四
郎
則
一

安

東
氏
の
一
雄
と
し

て
居
り
、
の
ち
北

畠
氏
の
配
下
と
し

て
行
動
し
更
に
南

部
所
領
と
な
っ
て

か
ら
奥
瀬
建
前
氏

が
居
城
し

、
文
明

の
頃
相
馬
氏
蓬
田

越
前
則
政
是
に
替

り
、
数
代
を
経
て

天
正
十
三
年
三

月

二
十
七
目
津
軽
為

信
公

に
領
せ
ら
れ
る
迄
、
儿
七
百
有
余

年
こ
の
辺
一
帯
を
支
配
し
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

後

、
津
軽
氏
之

を
廃
城
と
し
た
の
で
荒

廃
し
、
濠
や
輪
郭
に
よ
っ
て
僅
か
に
昔

を
偲
ぶ
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
其

の
造
の
大
き
い
こ
と

か
ら
も
相
当
の
も

の
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
り
ま
す
。

さ
れ
ば
昔
の
武
将
が
繩
城
の
場
所
と

し
て
何
故
大
舘
を
択

ん
だ
か
と
云
え

ば

古
来
築
城
の
条
件
で
あ
る
戦
術
的
に
政

治
的

に
将
亦
文
化
的
産
業
振
興
の
適
地

で
あ

る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。

費

が
村
は
立
派
な
文
化
産
業
を
持
得

る
地
理
的
条
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

を

歴
史
が
証
明
し
、
祖
先
が
訓
え
て
い
る

聨
実
を
覚
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
吾

々
は
今
、
城
こ
そ
な
け
れ

ど
も
鎮
守
八
幡

宮
を
中
心
に
し

て
研
究

J写真……大 舘 城 跡 石 碑 文

を
猜
み
努
力

を
重
ね
、
比

の
条
件
を
最

大
級
に
発
揚
し
て
、
昔
の
城
下
町
た
っ

た
繁
昌
振
り
に
再
び
返
す
べ
き
責
任
を

感
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

。

吾

々
部
落
民
の
意
欲
は
社
殿
の
新
築

境
内
の
拡
張

、
神
域
に
は
桜
花
ど
、
日

と
共
に
盛
り
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

緑
一
色
に
蔽
わ
れ
た
、
梵
珠
山
脈
を

背
景
と
し
て

、
数
百
年
の
齢
を
重
ね
た

老
松
古
杉
は
間
に
絢
爛
と
し
て
咲
き
誇

る
桜
花
の
如

く
、
比
の
地
の
発
展
が
開

き
勾
う
よ
う
、
昔

を
偲
び
今
を
顯
り
み

子

々
孫
々
の
訓
え
と
し
て
刻
む
も
の
で

あ
り
ま
す
。

維
吩
正

に
明
治
百
化
祭
の
記
念
す
べ

き
年
に
当

る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
吉
日

明

治

百

年

記

念

大
舘
城
跡
碑
建
設
協
賛
会
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大

舘

城

跡

の

碑

除
　
幕
　
式
　
々
　
辞

こ

の
度
我
が
蓬
田
村
と
し
て
由
緒
あ

る
大
舘
城
跡
に
城
跡
の
碑
を
建

立
し
、

部
落
民
、
村
内
外
多
数
の
来
ひ
ん
の
淞

列
を
得
て
こ
ｉ
に
目
出
度
く
田
川
神
官

に
よ
っ
て
除
幕
の
儀
も
終
り
感
無
量
な

も
の
が
あ

り
ま
す

。

碑
の
建
立
こ
そ
蓬
田
の
念
願
で
も
あ
り

私
た
ち
地
元
と
し
て
の
念
願
で
も
あ
っ

た
わ
け
で
す
。

こ
の
大
き
な
意
義
あ

る
目
的
遠
成
が
で

き
た
こ
と

は
、
部
落
民
一
同
の
心
か
ら

の
協
賛
と
、
村
内
外
有
志
の
理
解
あ
る

協
力
の
賜
と
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す

。

城
跡
の
こ
と
に
つ
い
て

は
城

王
の
子
孫

に
あ

た
る
相
馬
氏
よ
り
後
ほ
ど
承
る
こ

と
に
し
て
、
現
在
ま
で
の
経
路
に
っ

い

て
申
し

上
げ
ま
す
。

今
か
ら
十
有
余
年
前
正
法
院

に
お
い
て

故
坂
本
種
一
氏
、
佐
藤
琢
法
師
と
語

ら

れ
、
玉
松
台
は
今
や
県
内
外

に
広
く
伝

え
ら
れ
、
蓬
田
の
玉
松

、
玉
松
の
蓬
田

と
認
識

を
深
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

加
え
て
我
が
村

と
し
て
由
緒
深
き
大
舘

城
跡

を
堀
り
起
し
我

が
村
の
歴
史
を
ひ

も
説
き
、
時
代
く

へ
伝
え
、
文
化

産

業
教
育
に
役
立
た
す
べ
き
で
あ

る
と
、

碑
の
建
立

を
計
画
し

調
査
に
乗

り
出
し

図
書
館
や
郷
土
史
研
究
家

を
歴
訪
中

、

坂
本
、
佐
藤
両
氏

は
故
人
と
な
ら
れ
、

一
時
は
頼
み

の
網
が
切
れ

た

思

い

で

し

た
。

両
氏

が
故
人
に
な
っ

た
と
は
云
い
計
画

を
流
す
わ
け
に
は
参

ら
ず
当
時
の
小
野

蓬

田

村

学

校

給

食

セ

ン

タ

ー

落

成

式

児
童
生
徒
の
体
質

改
善
と
偏
食
是
正

食
生
活

の
正
し
い
理
解

と
と
望
ま
し

い

習
慣
を
養
う
。
こ
の
目

的
に
よ
っ
て
建

設
中
の
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
十
月

一
日
を
期
し
て
全
校

一
、
〇

八
一
名
に

同
一
食

を
届
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

そ
の
修
抜
、
落
成
式

は
十
月
十
二
目
女

子
建
設
班
教
室
に
お
い
て
開
き
盛

大
に

行
な
わ
れ
た
。

そ
の
費
用
は

一
、
設
計
事
務
費
　
　
　
　

匸
一
万
円

二
、
建
　
　
　

物
　
　
　

四

一
〇
万
円

三
、
設
　

備
　
費
　
　
　

五
一
〇
万
円

四
、
給
　
　
　

水
　
　
　
　

五
〇
方
円

五
、
そ
　
の
　

他
　
　
　
　

三
七
万
円

計
　
　
　

．
　
Ｊ
一
九
万
円

県

立
図
書
館
長
の
協
力
を
得
て
、
調
査

資
料
も
ま
と
ま
り

今
日
の
運

び
と
な
っ

た
次
第
で
す
。

思
え
ば
、
長
い
年
月
で
は
あ
っ
た
が
、

部
落
民
の
協
力
に
よ
っ
て
協
賛
会
が
結

成
さ
れ
、
目
の
辺
り
跡
碑
を
仰
ぐ
と
き

人

の
和
の
偉
大
さ
を
感
じ
入

る
次
第
で

あ

り
ま
す
。

蓬
小
校
歌
に
「
蓬
田
城
の
城
跡
に
今
も

桜

が
咲
い
て

い
る
」

と
歌
は
れ
南
北
朝

よ
り
連
る
こ

の
城
跡
こ
そ

、
「
古
き
を

尋
ね
新
ら
し
き
を
知
れ
」

の
こ
と
ば
の

如
く
、
武
士
、
百
姓
町
人
も
今
日
の
生

活
の
基
礎
を
つ
く
り
育
て

Ｘ
き
た
先
人

を
偲
び
香
り
高
く
後
世

に
傚
へ
下

さ
れ

ば
こ
の
上
な
い
幸
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
九
月
二
十
五
日

大
舘
城
跡
之
碑
建
立
協
賛
会
長

清
　
　

水
　
　

専
　
　

造

第
十
五
回
東
北
ブ
ロ
ッ

ク

公
民
舘
大
会
に
参
加
し
て

九
月
二
十
日
？

二
十
一
日
第
十
五
回

東
北
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
が
山
形
県
天
童
市

で
開

か
れ
、
私
か
参
加
す
る
機
会
を
得

た
の
で
そ

の
一
部
を
報
告
致
し
ま
す
。

会
場
は
山
形
県
青
年
の
家
で
開

か
れ
た

が
そ
の
会
場
は
実
に
す
ば
ら
し
く
青
森

県
の
青
年
の
家
と
は
ひ

か
く
対
照
に
な

ら
な
い
。

総
工
費
一
億
五
千
万
円
、
設
備
内
容
を

み
て
も
山
形
県
の
青
年

た
ち
は
幸
だ
と

思
っ
た
。
私
が
所
属
し
た
分
抖
会
は
農

村
事
業
部
会
で
一
四
〇
名
位
の
大
分
科

会
と
た
っ

た
。

問
題

の
出
し
方
は
二
つ
の
示

例
発
表
が

な
さ
れ
そ
れ
を
中
心
酉
討
議
さ
れ
た
。

青
森
県
倉
石
村

社
教

主
事
、
勝
山
実
が

「
住
民
自
治
活

動
と
公
民
舘
活

動
」

に

つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。

さ
ま
ぐ

な
討
議
が
な
さ
れ
た
が
、
結

論
と
し
て
公
民
舘
の
建
設
と
内
部
設
備

の
充
実
を
計
り
地
域
住
民
と
会
合
の
機

会

を
多
く
も
っ

こ
と
に
っ
き

た
。

第
二
日
目
は
各
分
科
会

の
集
約
発
表
に

対
す
る
全
体
討
議
、
記

念
講
演
が
あ
っ

て
大
会
を
終
っ

た
が
、
詳
し
い
こ
と
は

ス
ペ

ー
ス
の
都
合
で
次
号
に
ゅ

づ
り
大

会
参
加
報
告
に
致
し
ま
す
。

（

坂
　

本
　
舘
　

長
）

写真……完成した学校給 食センター

写真……給 食 セ ン タ ー 内 部


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

